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※
問
と
答
の
内
容
は
、
各
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

※
　

問
　

の
下
の
氏
名
は
発
言
議
員
名
で
す
。
　

安
　
　

　
　

　
全

ま
ち
づ
く
り

市
の
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ
改
善

問
　
　

小
川
　

　
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
上
で
、
情
報
発
信

の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
は
、
最
近
デ
ザ
イ
ン
を
一

新
し
た
が
、
他
の
改
善
点
は
。

答
　
写
真
を
増
や
し
、
見
や
す
く
、

ま
た
、
検
索
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

問
　
素
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
政
策

形
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
分
か
る
よ
う

に
情
報
量
を
増
や
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

答
　
他
市
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
を
研
究

し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

北
野
歩
道
橋
工
事
と
　
　

自
転
車
通
行
の
打
開
策
は

問
　
　

岸
川
　

　
北
野
歩
道
橋
工
事

と
自
転
車
通
行
の
打
開
策
に
つ
い

て
は
。

答
　
平
成
二
十
年
度
中
に
補
修
工

事
を
川
越
市
が
実
施
す
る
予
定
で

し
た
が
、
協
議
の
結
果
、
東
武
鉄

道
が
受
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
現

在
、
東
武
鉄
道
へ
委
託
の
協
議
書

を
提
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

転
車
通
行
の
た
め
に
は
、
勾
配
が

安
全
基
準
以
上
に
急
で
、
建
て
替

え
以
外
に
は
な
い
状
況
で
す
。

道
路
整
備
と
安
全
対
策

問
　
　

塚
越
　

　
大
井
総
合
支
所
南

の
信
号
か
ら
三
芳
町
に
向
か
う
地

蔵
街
道
の
路
盤
強
化
と
改
修
、
大

井
中
学
校
前
の
市
道
の
歩
道
拡
幅

と
安
全
対
策
、
大
井
中
央
四
丁
目

の
鶴
ヶ
丘
小
通
学
路
の
交
通
安
全

対
策
、
旧
大
井
給
食
セ
ン
タ
ー
か

ら
旧
道
ま
で
の
狭
い
市
道
の
整
備

等
を
進
め
る
べ
き
だ
。

答
　
地
蔵
街
道
は
路
盤
の
補
強
を

し
ま
す
。
大
井
中
学
校
前
は
路
面

※

表
示
と
バ
リ
カ
ー
な
ど
で
対
応
し

ま
す
。
鶴
ヶ
丘
小
通
学
路
は
東
入

間
警
察
署
と
協
議
し
て
い
き
ま

ち
ゃ
た
て

く

ぼ

す
。
茶
立
久
保
と
の
境
は
、
富
士

見
市
と
協
議
し
て
対
応
し
ま
す
。

下
福
岡
地
区
の
用
水
路
の

進
捗
は

問
　
　

　

　
下
福
岡
地
区
で
、

途
中
ま
で
に
な
っ
て
い
る
用
水
路

の
進
捗
状
況
は
。

答
　
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、

平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
の
河

川
改
良
費
に
排
水
改
良
工
事
を
計

上
し
ま
し
た
。
工
事
施
工
予
定
時

期
は
、
農
閑
期
に
行
な
い
ま
す
。

随
意
契
約
と
賃
借
物
件
に

つ
い
て

問
　
　

小
高
　

　
上
福
岡
地
域
に
は
、

随
意
契
約
の
指
名
に
か
か
ら
な
い

業
者
が
多
数
い
る
。
積
算
の
見
積

も
り
方
法
は
。

答
　
原
則
と
し
て
登
録
業
者
の
数

社
か
ら
見
積
も
り
を
と
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
公
平
性
、
平
等
性
、
透

明
性
に
つ
い
て
努
め
て
い
き
ま

す
。

問
　
賃
借
で
は
な
じ
ま
な
い
〇
・

〇
六
平
方
メ
ー
ト
ル
等
の
狭
い
面

積
の
道
路
用
地
や
歩
道
用
地
等

は
、
早
急
に
買
い
取
る
べ
き
で
は
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
用
地
の
借
り
入

れ
の
経
過
、
緊
急
性
、
必
要
性
な

ど
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

も
現
実
に
あ
り
ま
す
。

プ
ῴ
ル
開
設
の
見
通
し

問
　
　

新
井
　

　
市
長
は
、
プ
ー
ル

を
建
設
す
る
と
幾
度
か
発
言
し
た

が
本
当
に
で
き
る
の
か
。
開
設
期

限
を
設
定
し
た
上
で
、
市
民
参
加

で
プ
ー
ル
建
設
を
す
べ
き
で
あ
る
。

※バリカーとは？　車や自転車の侵入を防ぐためのステンレス製のポールのこと。

答
　
平
成
二
十
二
年
度
に
調
査
費

一
五
〇
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の

プ
ー
ル
建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ

ん
。
必
要
が
あ
れ
ば
三
か
年
実
施

計
画
で
具
体
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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プ
ῴ
ル
事
故
に
つ
い
て

問
　
　

小
高
　

　
大
井
プ
ー
ル
の
委

託
は
、
平
成
八
年
度
以
前
は
︵
株
︶

太
陽
管
財
が
落
札
し
て
い
た
が
、

平
成
九
年
度
に
︵
株
︶
サ
イ
オ
ー

が
前
年
度
よ
り
五
一
八
万
円
安
く

落
札
。
平
成
十
年
度
は
同
社
が
入

札
指
名
さ
れ
ず
、︵
株
︶
太
陽
管
財

が
前
年
度
よ
り
六
五
一
万
円
高
く

落
札
。
ま
た
、
平
成
十
二
年
度
に

︵
株
︶
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
が
一
四
七

万
円
安
く
落
札
す
る
と
、
平
成
十

三
年
度
は
同
社
が
入
札
指
名
さ
れ

ず
、︵
株
︶
太
陽
管
財
が
落
札
し
、

平
成
十
八
年
度
に
事
故
が
起
き
る

ま
で
同
社
が
請
け
負
っ
て
い
た
経

緯
が
あ
る
。
以
前
に
も
同
じ
質
問

を
し
た
が
、
当
時
の
大
井
町
職
員

が
︵
株
︶
太
陽
管
財
の
下
請
け
の

︵
株
︶
京
明
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
社
員

と
一
緒
に
テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
等
を

行
な
っ
た
こ
と
や
物
品
購
入
が

あ
っ
た
の
か
と
の
質
問
に
、
な
い

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
が

進
み
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
以
前
の
答
弁
内
容

は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
の
か
。

答
　
過
去
の
答
弁
を
議
事
録
で
確

認
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
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大
井
プ
ῴ
ル
事
故
に
つ
い

て
問
　
　

高
畑
　

　
ご
遺
族
も
望
ん
で

い
る
再
調
査
報
告
書
は
、
な
ぜ
出

せ
な
い
の
か
。

答
　
裁
判
の
結
論
を
待
っ
て
い
ま

す
。

問
　
裁
判
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事

実
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

答
　
裁
判
が
ま
だ
継
続
中
な
の

で
、
事
実
も
確
定
さ
れ
て
い
な
い

と
い
う
認
識
で
す
。

問
　
本
当
に
そ
の
程
度
の
認
識
か
。

答
　
再
度
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
う
意
味
で
す
。

問
　
過
去
の
担
当
者
の
賞
罰
委
員

会
で
の
証
言
内
容
と
、
裁
判
の
中

で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
と
の
整

合
性
は
。

答
　
賞
罰
委
員
会
で
の
調
査
事
項

と
、
裁
判
で
の
供
述
調
書
が
一
致

す
る
内
容
の
事
項
に
つ
い
て
は
、

差
異
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

問
　
賞
罰
委
員
会
で
は
、
質
問
さ

れ
な
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
知
り

得
て
い
る
内
容
で
も
答
え
る
必
要

が
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

問
　
賞
罰
委
員
会
よ
り
前
に
、
警

子
　
　

育
　

　
て

大井プール

察
の
事
情
聴
取
を
受
け
た
職
員
か

ら
聴
取
内
容
の
報
告
を
受
け
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

答
　
教
育
委
員
会
を
経
て
、
総
務

部
が
報
告
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

道
路
の
車
止
め
撤
去
は
　

危
険

問
　
　

山
口
　

　
計
画
で
は
、
上
ノ

原
地
区
に
抜
け
る
道
路
の
車
止
め

の
撤
去
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
危
険
で
は
な
い
か
。

答
　
過
去
に
人
身
事
故
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

現
在
こ
こ
は
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
通
路
扱
い
で
す
が
、
今
後
は

道
路
法
に
基
づ
く
道
路
の
位
置
づ

け
と
な
り
、
整
備
後
に
民
間
業
者

に
払
い
下
げ
を
行
な
い
ま
す
。
福

岡
一
丁
目
地
区
を
含
め
た
近
隣
住

民
に
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
説
明
会
を

開
催
し
た
際
に
、
車
止
め
撤
去
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
が
、
特
段

反
対
意
見
は
な
か
っ
た
と
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

‎
安
心
こ
ど
も
基
金
‏
の

取
り
組
み
を

問
　
　

伊
藤
　

　
国
の
第
二
次
補
正

予
算
中
﹁
新
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
﹂

の
特
別
措
置
事
業
で
あ
る
﹁
安
心

こ
ど
も
基
金
﹂
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
。

答
　
市
内
の
認
可
保
育
所
を
駒
林

地
区
に
移
転
増
設
し
、
平
成
二
十

二
年
建
設
、
二
十
三
年
四
月
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。
待
機
児
童

七
十
五
名
に
対
し
て
一
二
〇
名
規

模
の
保
育
所
に
な
り
ま
す
。

‎
子
育
て
応
援
特
別
手
当
‏

支
給
の
実
施
方
法
は

問
　
　

　

　
国
の
第
二
次
補
正

予
算
成
立
に
よ
り
、
本
市
と
し
て

の
﹁
子
育
て
応
援
特
別
手
当
﹂
支

給
の
実
施
方
法
は
。
ま
た
、
対
象

者
数
と
支
給
総
額
は
。

答
　
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
二
月
一
日
を
基
準
と
し
た

対
象
世
帯
で
、
個
別
に
申
請
用
紙

を
郵
送
し
返
信
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
請
受
付
期
間
は
六
ヵ
月
で
、

所
得
制
限
な
し
、
対
象
数
は
約
一
、

一 般 質 問


